
今
月
の
表
紙
は
、
札
幌
市
東
区
年
輪

な
か
じ
ま
ま
さ

お

の
会
（
会
長

中
嶋
政
男
さ
ん
）
で
す
。

同
会
は
高
齢
者
が
心
と
力
を
合
わ
せ
て

活
動
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
き
が

い
を
求
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

団
体
で
す
。
サ
ー
ク
ル
活
動
や
運
動
会
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
へ
の
参
加
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
、
東
区
が
主
催
し
て
い

る
高
齢
者
対
象
の
講
座
「
年
輪
大
学
」

の
修
了
生
の
方
々
で
す
。
年
輪
大
学
は
、

一
九
七
四
（
昭
和
四
十
九
）
年
か
ら
今

ま
で
に
約
千
七
百
人
も
の
人
が
受
講
し

て
い
て
、
現
在
年
輪
の
会
に
は
、
六
十

歳
代
か
ら
九
十
歳
代
ま

で
、
四
百
四
十
一
人
の

会
員
が
い
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
は
年

齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
パ

ワ
ー
で
、
パ
ソ
コ
ン
な

ど
の
今
ま
で
や
っ
た
こ

と
が
な
い
こ
と
に
も
、

次
々
に
挑
戦
し
て
い
ま

す
。
サ
ー
ク
ル
活
動
も

活
発
で
、
現
在
は
十
五

の
サ
ー
ク
ル
が
、
文
化
・
芸
術
や
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
そ
う
で

す
。
昨
年
四
月
に
は
、
演
歌
や
洋
楽
に

合
わ
せ
て
踊
る
「
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
部
」

を
創
部
。
月
に
二
度
行
わ
れ
る
練
習
で

は
、
毎
回
五
十
人
を
超
え
る
部
員
が
集

ま
っ
て
、
大
き
な
輪
に
な
っ
て
踊
り
ま

す
。
同
部
の
皆
さ
ん
は
「
リ
ズ
ム
ダ
ン

ス
は
健
康
に
も
良
い
し
、
た
く
さ
ん
の

人
と
接
す
る
こ
と
も
で
き
て
と
て
も
楽

し
い
で
す
よ
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

生
き
生
き
と
活
動
し
て
い
る
会
員
の

皆
さ
ん
の
姿
は
、
生
涯
学
習
の
素
晴
ら

し
い
お
手
本
と
な
り
ま
す
。「
高
齢
者
の

良
い
と
こ
ろ
を
若
い
人
が
見
習
っ
て
く

れ
る
と
い
い
で
す
ね
。
高
齢
者
に
は
細

や
か
な
気
配
り
の
で
き
る
人
が
多
く
、

奉
仕
の
精
神
も
強
い
よ
う
に
思
い
ま

す
」
と
中
嶋
会
長
は
話
し
ま
す
。
思
い

や
り
や
、
積
極
的
に
学
び
続
け
る
姿
勢

を
、
皆
さ
ん
は
自
ら
の
行
動
を
通
じ
て

若
い
世
代
に
見
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

◇

◇

◇

年
輪
の
会
の
皆
さ
ん
は
「
み
ん
な
が

集
ま
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
だ
け
で
、

と
て
も
楽
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
ま
す
よ
」
と
話
し
ま
す
。
区
で
は
、

今
年
も
年
輪
大
学
の
受
講
生
を
募
集
し

ま
す
。
詳
し
く
は
本
誌
東
区
５
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

水
陸
の
交
通
と
商
店
街
の
形
成

一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年
、
札

幌
と
茨
戸
を
結
ぶ
石
狩
街
道
が
開
通
し

ま
す
。
こ
の
街
道
を
馬
車
が
通
っ
て
、

石
狩
や
当
別
産
の
魚
・
農
作
物
を
札
幌

へ
輸
送
し
ま
し
た
。
ま
た
、
創
成
川
も

物
資
輸
送
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
今
の

北
一
○
条
に
船
着
き
場
が
あ
り
、
石
狩
、

茨
戸
か
ら
物
資
が
集
ま
っ
た
の
で
す
。

石
狩
方
面
か
ら
来
る
人
た
ち
を
目
当

て
に
、
今
の
鉄
東
地
区
の
石
狩
街
道
沿

い
を
中
心
に
店
舗
が
建
ち
始
め
ま
す
。

次
第
に
商
工
業
者
が
集
ま
り
、
街
道
を

挟
ん
で
商
店
街
が
で

き
ま
し
た
。
石
狩
方

面
の
人
た
ち
は
、
札

幌
で
商
売
を
終
え
た

帰
り
に
商
店
街
に
寄

り
ま
し
た
。
み
そ
、

菓
子
、
薬
、
文
房
具

な
ど
を
買
っ
た
り
、
食
事
を
し
た
り
し

て
帰
路
に
就
い
た
の
で
す
。

に
ぎ
や
か
な
商
店
街

一
九
一
一
（
明
治
四
十
四
）
年
、
茨

戸
と
北
七
条
を
結
ぶ
馬
車
鉄
道（
馬
鉄
）

が
石
狩
街
道
で
運
行
を
開
始
。
馬
鉄
は

あ

ま

雑
穀
・
亜
麻
な
ど
沿
線
の
農
作
物
を
輸

送
し
ま
し
た
。
石
狩
、
茨
戸
の
農
民
も

馬
鉄
を
利
用
し
て
、
日
用
品
を
買
う
た

め
に
商
店
街
に
や
っ
て
来
た
の
で
す
。

馬
鉄
の
運
行
に
よ
っ
て
、
街
道
の
交
通

は
さ
ら
に
頻
繁
に
な
り
、
商
店
街
の
か

い
わ
い
は
一
層
活
気
づ
き
ま
し
た
。

昭
和
三
十
年
代
に
な
る
と
、
都
市
化

が
進
み
、
商
品
流
通
や
市
民
の
生
活
様

式
も
急
速
に
変
化
し
ま
す
。
後
に
は
石

狩
街
道
も
拡
幅
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
店

舗
が
立
ち
退
き
ま
し
た
。
時
代
の
変
化

と
と
も
に
商
店
街
も
そ
の
姿
を
と
ど
め

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。

商店街の主な商工業者
池田商店（北１０東１）

いけ だ しんさぶろう

米・雑穀商。池田新三郎が経
営した、街道最大の商店です。
一時、「エンバクの相場は池
田商店によって決まる」と言
われました。
植田木工場（北９東２）
うえ だ しげ た ろう

植田繁太郎が経営した大規模
な木工場です。植田は製材業
により財を成しました。
吉田醸造所（北９東２）
よし だ とよきち

吉田豊吉が経営。みそ・しょ
うゆを炭鉱地帯に販売し、盛
業でした。
大森屋松村商店（北１０東１）
まつむら よ さぶろう

松村與三郎が経営し、米と雑
貨を販売。農村への米の取扱
高は街道随一を誇りました。
五銭そば（北６東１）
かけそばの値段が五銭。帝国
製麻の従業員、石狩の農民、
近所の人たちなどで盛況でし
た。あまりにおいしいので、
ヘビをだしに使っているので
はないかといわれたそうです。
『北神会館』（昭和４６年発行）所収の古

老による思い出話を参考にしました

第２６回

新春ゲートボール大会
の様子（２／７）

表紙から

石
狩
街
道
沿
い
の
商
店
街

ひ
が
し
く

す
と
ー

り
ー

楽しく年輪を重ねよう

石狩街道（大正９年）

たくさんの人と交流することが若さを保つ
秘けつだそうです
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